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板ガラスの斜め入射音響透過損失に関する実験的検討

松岡　明彦 *1

概　　　要
　板ガラスの音響透過損失については、これまでガラスの大きさ、固定方法、ガラスの種類などの影響について報告
されているが、建物と騒音源の位置関係によっては、ガラスへの入射角による影響が無視できず、ガラスの遮音性能
が大きく異なる状況が生じることが考えられる。そこで、板ガラスに対する斜め入射音響透過損失に関する実験的検
討を行った結果を報告する。
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	 About the sound transmission loss of the flat glass, it is reported about the influence of size of the glass, fixed method of glass, the 
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can result in very different circumstances might sound insulation performance of glass.
	 We report the results of experimental study on the oblique incidence sound transmission loss of flat glass.
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１．はじめに
　最近は、室内騒音環境に対する関心が高まり、建物
用途に合わせて室内騒音レベルの設計目標値が定めら
れる場合が多く、室内騒音レベルを予測する際に、サッ
シやガラスの音響透過損失が重要な検討項目のひとつ
となっている。
　板ガラスの音響透過損失については、ガラスの大き
さ、固定方法、ガラスの種類などの影響について報告
されているが 1,2）、建物と騒音源の位置関係によって
は、ガラスへの入射角による影響が無視できず、ガラ
スの遮音性能が大きく異なる状況が生じることが考え
られる 3）。そこで、本研究では、板ガラスに対する斜
め入射音響透過損失に関する実験的検討を行った。

２．実験概要
　試験体に対する音の入射角を一定とするため、無響
室を音源室、残響室を受音室とした。実験室の概要を
図－ 1 に示す。
　試験体への入射角は、0°（垂直入射）、45°、60°お
よび 70°とした。スピーカは、密閉式のフルレンジス
ピーカを採用し、試験体中央までの距離を 4m とした。
試験体およびスピーカ設置状況を図－ 2 に示す。
　なお、試験体は表－ 1 に示すようにアルミ枠にシー
ル固定した 4 種類の板ガラスとし、図－ 2 に示すよう
に試験体周辺は石膏ボードの壁をアルミ枠から独立さ
せて設置した。
　測定は、JIS A 1430:2009「建築物の外周壁部材及び
外周壁の空気音遮断性能の測定方法」に準じ、無響室
側の試験体試料面から 10mm の点にマイクロホンを
設置し、音源側の音圧レベルを測定するとともに、受
音側には 5 点のマイクロホンを設置して平均音圧レベ
ルの測定を行った。また、受音室の残響時間を測定し、
等価吸音面積を求めた。測定位置概要図を図－ 3 に示
す。

３．測定結果
3.1　各試験体の準音響透過損失
　図－ 4 に各試験体について各入射角における準音響
透 過 損 失 を 算 出 し た 結 果 を 示 す。 ま た、 JIS A 
1416:2000 「実験室における建築部材の空気音遮断性能
測定方法」に基づく板ガラスの音響透過損失 4）（以下、
残響室法）も合わせて示す。
　すべての試験体で垂直入射（0°）のコインシデンス
周波数付近の落ち込みは小さい。また、入射角度の増
大にともない、コインシデンス周波数が低域に移動し

ている。入射角 45°のコインシデンス周波数は、残響
室法による板ガラスの音響透過損失と比較すると 1 オ
クターブほど高い結果を示した。
　FL6mm および FL10mm を比較すると、FL6mm の
方がコインシデンス周波数付近の落ち込みが大きい結
果となった。
　複層ガラスのコインシデンス周波数は、同じガラス
厚の単板ガラスと同様であるが、落ち込みの程度は小
さくなっている。空気層による共鳴周波数帯域（250Hz 
帯域）付近については、垂直入射時が最も影響を受け
て落ち込んでおり、斜め入射時は共鳴の落ち込みがや
や軽減されている。
　防音合わせガラスは、入射角の増大にともなうコイ

表－1　試験体（ガラス面積1,250mm×950mm）
No ガラス サッシ枠 支持条件
1 FL6 アルミ製 シール
2 FL10 アルミ製 シール
3 L10（防音合わせ5+5） アルミ製 シール
4 FL6+AS6+FL6（複層） アルミ製 シール

図－1　実験室概要（平面図）



戸田建設　技術研究報告　第36号

3-3

図－2　試験体およびスピーカ設置状況
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ンシデンス周波数の低域への移動は生じているが、同
じガラス厚の FL10mm と比較すると、コインシデン
ス周波数付近の落ち込みは軽減されており、斜め入射
にともなうコインシデンス周波数の落ち込みの影響を
受けにくい結果となった。
3.2　FL6mmの測定結果と計算値との比較
　コインシデンス効果を考慮した斜め入射音響透過損
失は、以下の式で求められる 5）。

　FL6mm のガラスについて、入射角ごとの準音響透

過損失測定結果、残響室法による音響透過損失および
計算値を合わせて図－ 5 に示す。なお、計算値はコイ
ンシデンス周波数以下までの値である。
　各入射角とも計算値と実測値のコインシデンス周波
数は、ほぼ一致している。
　入射角ごとのコインシデンス周波数は、残響室法に
よる音響透過損失のコインシデンス周波数とは大きく
異なるため、遮音検討を行う際には騒音の入射条件に
も注意が必要である。

４．まとめ
　今回は、ガラスの斜め入射に対する音響透過損失の
変化について、実現場におけるガラス支持条件に近い
状況での実験室実験を行った。その結果、入射角度の
増大にともない、コインシデンス周波数が低域に移動
すること、ある入射角の準音響透過損失と残響室法に
よる音響透過損失との間には乖離が生じることが確認
された。

図－3　測定位置概要図

図－4　準音響透過損失測定結果

10

20

30

40

50

125 250 500 1k 2k 4k
Hz

FL6mm 

10

20

30

40

50

60

125 250 500 1k 2k 4k
Hz

FL6+AS6+FL6  

10

20

30

40

50

125 250 500 1k 2k 4k
Hz

 FL10mm 

10

20

30

40

50

60

125 250 500 1k 2k 4k
Hz

L10 5+5  



戸田建設　技術研究報告　第36号

3-5

　実際には、一定の入射角から騒音が到来するような
環境は少ないと考えられるが、そのような状況で遮音
検討を行う際には注意が必要であり、データの蓄積が
望まれる。
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図－5　FL6mmの準音響透過損失測定結果と計算値の比較
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